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特にOzoneにとって補足的な製品の簡単な概要をここに: 

iZotope Alloy™ | Essential Mixing Tools 
Alloyは素晴らしいツールを備えており、迅速に結果が得られますが、最も重
要なのはファンタスティックなサウンドの持ち主であるという点です。Alloyで
ミックスの全ての要素にキャラクターと命を。 
izotope.com/alloy

iZotope Nectar™ | Complete Vocal Suite 
ボーカル製作エフェクトの完全版であるNectarで、広範なジャンルのボーカ
ルやダイアログの音をプロフェッショナルの品質に。

izotope.com/nectar

iZotope RX™ and RX™ Advanced | Complete 
Audio Repair and Enhancement
革新的な視覚による編集と、全てが揃った修理ツールのセットで、これまで手
のつけられなかったオーディオを修復。ノイズ、ヒス、そしてクリック音の除去
や、オーディオの欠損部分の再生成が思いのままに。 
izotope.com/rx

iZotope Insight | Essential Metering Suite
オーディオ分析とメーター・ツールの広範なセットは、ミックスやマスタリング
時の変化の視覚化、問題のあるミックスのトラブルシューティング、そして放送
ラウドネス基準とのコンプライアンス確認に最適です。 

izotope.com/insight
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付録A:

マスタリングの準備を開始する 
ソフトウェアとサウンドカード 
コンピューターでマスタリングを行うには、編集ソフトウェアの類い、そしてオーディオ・インターフェースかサウンドカードが
必須となります。貴方にとって最適の機器を見つける上で判断基準となる、ソフトウェア、サウンドカード、そしてオーディオ・イ
ンターフェースに関する批評は沢山あります。ただし、注意点を一つ。デスクトップであれラップトップであれ、コンピューター
内蔵の装置でのオーディオ再生への依存には注意が必要です。通常、これらは高い再現性の為に設計されておらず、状況によ
っては実際に再生されるオーディオにあるべき隠れた信号処理が忠実に再現されません。これにより、聴かれるオーディオは
改ざんされてしまい、マスタリング中に良い判断ができなくなってしまいます。我々が機器の追加を推奨する理由はここにあり
ます。

最も重要な点は、マスタリングを行う際は、ミックスダウンするステレオファイルの向上にのみ集中すべきであるというところで
す。アプリケーションには、ステレオファイルでの作業に対して最適化された物があります。しかしながら、ステレオファイルをマ
ルチトラックのプログラム（例：Pro Tools、Wavelab、Sound Forge、Adobe Audition、SONAR、SAW、Samplitude、Ve
gas、Cubase、Nuendo、Logicなど）に単一のステレオトラックとして持ち込み、そこで処理を行うこともできます。

これらのDAWには、マスターを出力する機能が盛り込まれており、メタデータを追加し、最終的な製品として複製や配
給の段階へ送れるファイルを作成できる物があります(Sequoia、Pyramix、SoundBlade、WaveLab、SADiE、DSP 
Quattro、Studio One 2、DDP Creatorその他)。しかし、こうした機能のない物も多々あります。どの程度の深さまでマスタ
リング作業を行うかで、使用すべき製品は異なってきますので、どのソフトウェアDAW、あるいはその組み合わせのソフトウェ
アDAWが自分にとって最も相応しいのか、自身のマスタリングのタスクと照らし合わせた上で選択することが肝要です。

モニター 
マスタリングを行う際は、それに見合った品質の機器でモニターすることが重要です。もし、再生システムが不正確、あるいは
不完全な再生音を出力するのであれば、何がミックスの音で、何が再生システムにより加えられた音であるのかが見分けられ
なくなります。これは、比較的安価な機材では、十分な結果は得られないということを意味します。モニタリング環境で制限して
いる物を見極め、その上で調整しながら聴く技術の習得が鍵となります。

ニアフィールドのスタジオモニターの一般的な問題は、ベースの欠如であり、特に40から50 Hz以下でそれが顕著です。サブ
ウーハー付きのスタジオモニターを用意して、低周波数帯をカバーするというのは解決策の一つです。しかしながら、サブウー
ハーを新たな問題の原因とせず、問題解決の助けとなる為に設置するには、時間と手間が掛かります。

結局のところ、モニター以上に物を言うのはモニター環境なのです。恐らく、システムの中で最も影響力があるのは（勿論、脳と
聴覚の繋がりを除いてということですが）部屋です。完璧なリスニング環境など得られないのですし、貴方の聴いている音が、
他の全ての環境でどのように変換されて聴かれるなど予想しようがありません。これを踏まえた上で、我々が長年の学習から
得た、スタジオモニターでマスタリングをする際の幾つかの秘訣をここに紹介しましょう：

良く知っており、色々なシステムで聴いたことのある音楽を聴きましょう。これを通じて、時間を掛け、自分のモニターのことを
知るのです。自分のモニターを通して、一番のお気に入りのCDを聴きましょう。恐らく、貴方はそのCDが家庭用システムやカ
ーラジオなどでどのような音をするのか知っている筈です。これにより、自分のモニター環境へ聴覚を調整する仕方を学習して
ください。
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小さなスタジオモニターでは、通常、ベースは実際よりも小規模に再現されます。とは言え、これはベースを加えればいいとい
うわけではありません。重要なのは、その欠点を理解し、その上でミックスとマスターにどれくらいのベースがあるのか、という
見通しを立てる術を知ることです。

ヘッドフォン
ヘッドフォンはモニタリングに際しての、もう一つのオプションです。ヘッドフォンに関するサイトやフォーラムは数多くあります
ので(例：headphone.com)、ここでも、我々は特定の製品を推奨するのではなく、リサーチすることを推奨したいと思いま
す。ただし、ヘッドフォンで作業をする場合は、次の点に留意してください：

ヘッドフォンのイメージングとスピーカーによるイメージングは大きく異なります。イメージング力に秀でたスピーカーシステム
で作成した音楽は、往々にしてヘッドフォンでも機能します。ただし、その逆にはこのロジックは当てはまりませんので、ヘッドフ
ォンは別の見方を加えるオプション的な立ち位置で使用するに留め、可能であれば、メインのモニタリング・システムにはしな
いでください。

ヘッドフォンとラウドスピーカーではイコライゼーションが大きく異なることがあります。リスニング部屋、リスナーの頭部、そし
て外耳はそれぞれフィルタリング特性を持っており、音楽の周波数特性を変更します。ヘッドフォンで聴くと、この自然のイコラ
イゼーションがバイパスされます。この現象を更に詳しく知りたい場合は、ディフューズ・フィールド・ヘッドフォンについて調べ
てみてください。

 

http://www.headphone.com
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付録B: 

一般的なOzoneのツール 
これについては、様々なモジュールやエフェクトについて説明した際に触れてきましたが、今一度、マスタリングのエフェクトに
加え、Ozoneで使用することのできるツールについて簡単に振り返ってみましょう。 

マルチバンド・エフェクト 
標準的なコンプレッサー、あるいはステレオ・ワイドナーはミックスを処理する上で便利なツールです。マルチバンドのエフェク
トで作業をすると、その可能性は更に興味深くなります。マルチバンド・エフェクトを使用すると、ミックス内の個別のバンドや
周波数に処理を適用することができます。これは、ミックス内のベース部分のダイナミクスのみ圧縮したり、中音域のステレオ・
イメージのみ広げたりすることができることを意味します。

Ozoneには3種類のマルチバンド・エフェクトが内蔵されます： ダイナミック・プロセッサ、マルチバンド・ステレオ・イメージン
グ操作、そしてマルチバンド・ハーモニック・エキサイタ−がこれにあたります。これらエフェクトを最大限に活用するには、先ず、
マルチバンドのコンセプトを理解し、ミックスに於けるマルチバンド・カットオフの設定方法の仕方を把握すると良いでしょう。

マルチバンド・エフェクトは、ハードウェアとしては、もう随分と前から存在していました。エンジニアたちは、かなり前からミッ
クスのベースをイコライゼーでフォルターし、そのイコライザーでフィルターされた出力をコンプレッサーへルーティングした
上で、コンプレッサーの出力をミックスに戻せば良いことを認識していたのです。ソフトウェア・プラグインは、マルチバンド・エフ
ェクトを行う上で、煩雑なワイヤリングを省くことに成功しましたが、これはこれで設計的に難しい部分があります。マルチバン
ド・エフェクトは、本質的には、ミックスを周波数帯毎のリージョンに分割し、それらを個別に処理した上で、最後に分割したリ
ージョンを統合する物です。自然な音を再現するため、バンドの分割や再統合に関して、細心の注意を払いながら設計される
必要があります。

Ozoneはマルチバンド処理を極度に高い位相の一貫性を基に行うよう開発されましたので、マルチバンド処理を行いつつ、自
然で平明なサウンドを維持することができます。 

Ozoneでマルチバンド・エフェクトを使用する 
エフェクトその物に手を付ける前に、先ずはミックスを
聴いてバンドのクロスオーバー点を決定する必要があ
ります。ミックスを読み込み、マルチバンド・モジュール（
ハーモニック・エキサイターなど）の一つに切り替えてみ
ましょう。

画面上部に4つのバンドに分割されたスペクトラムを見
ることができます。ここでは、縦の線がマルチバンド・エフ
ェクトのクロスオーバー点を表します。

このバンドのカットオフはマウスでクリックし、ドラッグすることで調節できます。バンドのカットオフを選択した上で、矢印キー
を使うことでも同じ操作ができます（カットオフ線の中央付近にあるハンドルをクリックして選択してください）。 
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